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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，見過ごされがちな精神的な不安傾向および発達障害の傾向にある学
生を早期に発見し，安心できる環境づくりの一助とするために，スクリーニングテストを実施し，学生の大学適
応状況に関連付ける予測モデルを開発することであった。
　まず，以前から使用しているUPIと組み合わせて，学生の不安・精神健康度や発達障害傾向に関するスクリー
ニングテストを作成し，全入学者に実施した。分析精度を高めるために，以前のデータと合わせる予定であった
が，コロナ初年度と重なったため，今回のデータのみで不適応リスク予測モデルを構築した。最後に，要支援学
生への支援体制の実態と予測モデルの活用を組織レベルで検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to implement a screening system and develop a 
predictive model relating it to students' college adjustment status in order to help create a safe 
environment for early detection of students with mental health and developmental disability 
tendencies, which are often overlooked.
　First, a screening test for students' anxiety, mental health, and developmental disability 
tendencies was developed in combination with the UPI, which has been used previously, and 
administered to all admitted students. To improve the accuracy of the analysis, we planned to 
combine this data with previous data, but since this was the first year of Corona, we constructed a 
maladjustment risk prediction model using only the current data. Finally, we examined the actual 
support system for students in need of assistance and the use of the predictive model at the 
organizational level.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は，2点ある。1点目は，公認心理師や臨床心理士でなくても，精神的な不安傾向および発達障害の
傾向にある学生の困り感を同時に確認するようなスクリーニングテストで，傾向を見ることができるようになる
ことである。より早く適切な支援に繋げることができると期待できる。2点目は，大学在学中の各学年での困り
ごとと大学適応との関係を明確にし，支援に繋げるといった組織全体への取り組みへと繋げられることが挙げら
れる。学生の困りごとや，支援事例などを明確にして情報を共有することは，学生にとって有益であると考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

平成 30年度（2018年度）に日本学生支援機構が行った『障害のある学生の修学支援に関

する実態調査』によると，障害学生数は 33,812 人（全学生数の 1.05％）であり，これは右

肩上がりの状況である。その中でも，精神障害学生が 8,770人（25.9％），診断書のある発達

障害学生が 6,047人（17.9％）である。つまり，全体の 43.8％の学生は，身体障害や身体疾

患からは区別された「見えにくい障害」のある学生といえる。 

所属する福岡工業大学では，支援の必要性を感じているすべての学生が「修学支援依頼書」

を提出できる。提出状況は，昨年度で 40人程度であり全体の約 1%である。提出数の増加は

この数年であり，実際には支援が必要な学生が多く潜伏していると考えられる。UPIは 1966

年に開発され，現在も学生の精神的な健康度を探るために多くの機関で利用されている。し

かしながら，UPIの質問項目では，発達障害傾向を予測することは難しい。また，信州大学

が開発した統合版困り感質問紙（以下，困り感質問紙）は 23の質問項目で構成されている。

この困り感質問紙は，発達障害である ADHDと ASD の困り感をスクリーニングするもので

ある。よって，UPIと困り感質問紙を併せて活用することで，例えば発達障害傾向に起因す

る対人関係における難しさや自閉的な拘りなど，これまでスクリーニングできなかった要

素の抽出が可能になる。一方で，大学に適応できるかどうかは，環境要因にも起因するはず

である。実際にスクリーニングテストの示す結果（数値）とは裏腹に，支援を要するケース

や不要なケースがあることから，テスト結果のみで支援の必要性を判断するのではなく，過

去の支援事例を交え，不適応リスクから支援にどのように繋げていくかを見出すことに可

能性を見出したいと考えていた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，これまで見過ごされがちであった精神的な不安傾向および発達障害の

傾向にある学生を早期に発見し，安心して彼らを受け入れられる環境づくりの一助とする

ために，大学精神健康調査（UPI）および信州大学が開発した統合版困り感質問紙を融合し

た新たなスクリーニングテストを実施し，学生達の大学適応状況に関連付ける予測モデル

を開発することであった。 

 

出所：令和 2 年度（2020 年度）障害のある学生の修学支援に関する実態調査：JASSO 



３．研究の方法 

これまでに宮本は，大学生の精神的な健康状態の尺度としての用いられている大学精神

健康調査（University Personality Inventory：UPI）の結果に基づき，卒業までにトラブルを抱

える割合の予測モデルについて検討してきた。ここでは４つの健康的主訴（A1_心気的，A2_

抑うつ，A3_劣等感，A4_強迫・被害的）に関する各チェック項目の合計を説明変数とし，精

神的な訴えで学生相談室利用したものを目的変数とするロジスティック回帰分析を実施し，

予測モデルとして各学生の不適応リスクを算出することができた。また，UPI60項目の得点

を入力とする 3層ニューラルネットワークを構築し，分類精度の向上を試みた。その結果，

不適応リスクに陥る確率を学生ごとに算出することができたものの，実用化に向けて更な

る精度向上が望まれたため，今回のデータを加えて分析する予定であった。しかしながら，

コロナ初年度と重なったため，調査時期のズレや，コロナの影響による不安傾向も十分に考

えられたため，以前のデータと突き合わせずに，単年度ごとでの調査・検討とした。さらに，

本研究では，調査票の結果から，学年ごとの困りごとの内容とその程度に対する検討を行っ

た。さらに，組織レベルでの検討を行うために，高等教育の授業に関して障害のある学生へ

の合理的配慮を計画する際に鍵となる要因を探索した。独立行政法人日本学生支援機構 

(2015) が大学等での取り組み事例をとりまとめた「障害のある学生への支援・配慮事例」で

公開されている 188の例について，テキストマイニングを実施し分析した。 

 
４．研究成果 

以前から使用しているUPIと組み合わせて，学生の不安・精神健康度や発達障害傾向に

関するスクリーニングテストを作成し，全入学者に実施した。単年度ごとの検討となってし

まったために，データを増やすことができず予測モデルの分析精度は以前と変わらなかっ

た。データをもとに，学年ごとの大学生活に関する困りごとの検討を行った。Key項目のみ

に有意差が見られなかったことから，大学生活の中で深刻な悩みを抱える学生はどの学年

にも存在することを意味していた。ただし，コロナ禍の調査となったため，コロナへの不安

感も高くでてしまった可能性は考慮すべきである。全体的に 1 年生と他の学年で有意な差

があり，入学時における精神的な負担は他の学年に比べて大きいことが確認できた。大学生

活における困り感は，特に対人関係の困り感において特徴的で，すべての学年で有意な差が

確認できた。これは，先行研究（Miyamoto., et al.，2020）のデータとも組み合わせる際に

有用になると考えている。さらに，教職員の支援に繋げるために，すでに実施している障害

学生への配慮事例を科目担当の教員や授業に関する記述に着目して分析することで，障害

学生支援全体における科目担当教員の位置づけや，科目担当教員に求められていることが

明らかとなった（吉原，2022）。授業で障壁となりやすい要因を確認できたことで，情報共

有の際のポイントが明確となり，支援へと繋げるシステム構築の一助となった。 
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